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C O N T E N T S
子育て・教育
・伴走型子育て相談支援と経済的支援について
	 	 米村佳代子　P18
・部活動の地域移行について	 前田　明弘　P18

くらし
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生
　臨時交付金について	 三浦　雄二　P13
・マイナンバーカードについて	三浦　雄二　P13
・長引くコロナ禍と物価高騰に
　町から町民への支援を	 杉下久仁子　P13
・近所の野良猫、何とかして！	間瀬　元明　P14
・東浦町の家庭系ごみについて
	 	 秋葉富士子　P16
・行政のデジタル活用について	大川　　晃　P17
・インボイス制度導入後の支援について
	 	 大川　　晃　P17
・東浦マラソンの人気回復への道を探る。
	 	 前田　明弘　P18
・広報「ひがしうら」の全戸配布は
　行政広報の基礎基本です。	 山田　眞悟　P19

まちづくり
・東浦町のまちづくりについて	鏡味　昭史　P14
・町民の生命と財産を守ることを最優先に
	 	 長屋　知里　P15
・人口減少社会に向けた課題解決の展望について
　	 間瀬　宗則　P15
・移動しやすく交流できるまちを目指した改善を
　	 田﨑　守人　P16
・実効性のある東浦町立地適正化計画を
	 	 小松原英治　P17
・地球温暖化防止対策計画推進の強化・充実を
	 	 向山　恭憲　P19

安全・安心
・危ない！	危険な国道366号の通学路
	 	 間瀬　元明　P14
・歩けない・通れない・草だらけの道
	 	 間瀬　元明　P14
・緒川植山交差点以南の通学路安全対策について
	 	 間瀬　宗則　P15
・コミュニティセンターなど公共施設の
　防犯対策について	 間瀬　宗則　P15

健康・福祉
・新型コロナウイルスと季節性
　インフルエンザについて	 三浦　雄二　P13
・補装具・日常生活用具の給付対象者拡大を
　	 杉下久仁子　P13
・離婚前後の親の支援について
	 	 秋葉富士子　P16
・手話言語条例の早期制定等について
	 	 米村佳代子　P18
・入院・通院の子ども医療費助成制度の対象者を高
校卒業まで拡大を求めます。	山田　眞悟　P19
・しぶといコロナ感染拡大第８波への
　対策「３つの提案」　	 山田　眞悟　P19

　各議員の記事に掲
載の二次元コードを読
み込むと、その議員の
一般質問の様子を動
画でご覧いただけます。
ぜひ、ご視聴ください!

町政を問う！
12月５日・６日・７日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄につい
て、議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わ
る内容はありますか？

16人中14人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！
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三浦　雄二三浦　雄二
議員議員

杉下久仁子杉下久仁子
議員議員

①キャッシュレス決済ポイント還元事業…コロナで落ちた消費喚起のため、町内対象店舗でPayPayで支払った場合に最大20％戻ってくるキャンペーン
②補装具…身体に障がいのある人の動きなどを助けるための器具。義肢、車椅子、補聴器、義眼等。

語句
説明

啓
発
を
実
施
し
、
向
上
に
努
め
る

A 30
代
以
下
の

接
種
率
が
悪
い

Q新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
30

代
以
下
の
４
回
目
接
種
率
が
悪
い
。
そ

の
見
解
は
。

60
歳
以
上
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
と
59
歳
以
下
の
方
で
接
種
開
始
時
期

が
異
な
る
こ
と
が
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

59
歳
以
下
の
方
は
令
和
４
年
10
月
か
ら
接

種
券
発
送
・
接
種
開
始
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
接
種
率
は
向
上
す
る
見
込
み
。

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
違
い
は
。

従
来
型
同
様
、
全
身
倦
怠
感
、
頭
痛

お
よ
び
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
等
。
現
時

点
で
は
副
反
応
や
発
生
率
、
発
生
内
容
に

大
き
な
差
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

QAQA

コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
①
の
実
績
は
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
額
は
８
１
０
０
万
円

余
。（
令
和
４
年
11
月
27
日
現
在
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

本
町
の
４
年
10
月
末
時
点
の
人
口
に

対
す
る
交
付
枚
数
率
は
46
・
９
％
。
全

国
の
交
付
枚
数
率
は
51
・
１
％
、
町
村

平
均
は
48
・
８
％
。
本
町
は
平
均
よ
り

低
い
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

一
般
的
に
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
こ

と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
へ
の
懸
念
、
メ

リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
等
と
言
わ
れ
て

お
り
、
本
町
も
同
様
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

時
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
方
法
等

の
案
内
も
し
て
い
る
の
か
。

申
請
で
き
る
環
境
を
持
っ
て
い
な
い

方
や
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
希
望
さ
れ
る
方

に
は
住
民
課
窓
口
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

QAQAQA

継
続
す
る
考
え
は
な
い

A 水
道
基
本
料
金
の

減
免
、
来
年
度
も

Q長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で
町

か
ら
町
民
へ
の
支
援
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
水
道
基
本
料
金
の
減
免
を
来
年

度
も
継
続
す
る
考
え
は
。

地
方
公
営
企
業
法
等
に
定
め
る
独
立

採
算
制
の
原
則
や
営
業
収
支
の
損
失
が
続

い
て
い
る
た
め
、
継
続
す
る
考
え
は
な
い
。

学
校
給
食
費
無
償
化
の
考
え
は
。

学
校
給
食
法
に
保
護
者
負
担
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
。

就
学
援
助
や
町
遺
児
手
当
の
受
給
基

準
の
対
象
を
拡
げ
る
考
え
は
。

QAQAQ

就
学
援
助
は
所
得
基
準
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

を
受
け
て
い
た
り
、
本
年
中
の
所
得
が
受

給
基
準
以
下
の
見
込
み
と
な
る
場
合
も
対

象
と
す
る
等
、
幅
広
く
設
け
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
に
関
し
て
は
臨
時
的

な
措
置
が
必
要
と
考
え
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
事
業
で
子
育
て
世
帯
の
生
活

支
援
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
町
遺
児
手
当

等
の
対
象
を
拡
げ
る
考
え
は
な
い
。

補
聴
器
等
が
必
要
な
人
へ
の
支
援
策
を

既
存
の
福
祉
制
度
で
は
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
の
、
医
師
の
診
断
に
よ
り
補

聴
器
や
た
ん
吸
引
器
等
の
用
具
が
必
要

な
人
た
ち
の
生
活
の
質
を
確
保
す
る
支

援
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
補
装
具
②
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付

事
業
対
象
者
を
拡
げ
る
考
え
は
。

障
が
い
や
病
気
等
を
持
つ
人
が
日
常

生
活
を
送
る
上
で
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
は
、
福
祉
関
係
者
や
当
事
者
の
現
状

を
把
握
し
、
必
要
な
制
度
の
見
直
し
を
随

時
行
っ
て
い
る
。

AQA

▲長引くコロナ禍と物価高騰へ支援を！

一般質問
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間瀬　元明間瀬　元明
議員議員

鏡味　昭史鏡味　昭史
議員議員

①企業立地交付金…規定の条件を満たした工場等を町内に新設した企業に、土地及び工場等の家屋に係る固定資産税相当額を3年間交付するもの
②優良農地…一団のまとまりのある農地や農業水利施設の整備等を行ったため生産性が向上した農地等、良好な営農条件を備えた農地のこと

語句
説明

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

A 東
浦
町
のま

ち
づ
く
り

Q活
性
化
に
向
け
た
企
業
誘
致
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
企
業
を
誘
致
し
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

過
去
５
年
間
の
誘
致
は
、（
株
）豊
田

自
動
織
機
は
じ
め
２
社
が
工
場
を
建
設
。

ま
た
、
町
内
企
業
２
社
が
町
外
に
流
出
す

る
こ
と
な
く
町
内
で
工
場
を
建
設
。
今
後

は
企
業
立
地
交
付
金
①
等
の
補
助
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、

約
20
年
後
の
町
の
人
口
は
約
１
割
程
度

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
対
策
は
。

東
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
結
婚
・
出
産
・
子

QAQA

育
て
の
希
望
が
か
な
う
ま
ち
を
つ
く
る
等

５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
。
将
来
に
わ
た

り
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
整
備
を
進
め
た
路
線
は
。

将
来
の
交
通
需
要
に
対
応
す
る
幹
線

道
路
と
し
て
、
養
父
森
岡
線
は
じ
め
９
路

線
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
２
０
１
７

年
の
整
備
済
み
延
長
は
約
４・
６
㎞
、
整

備
率
は
47
・
３
％
で
あ
る
。

総
合
計
画
で
、
農
地
は
保
全
す
る
と

あ
る
が
、
優
良
農
地
②
内
で
、
企
業
誘

致
や
土
地
区
画
整
理
に
よ
る
宅
地
開
発

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
見
解
は
。

農
地
は
、
農
業
生
産
の
場
だ
け
で
は

な
く
、
環
境
保
全
等
の
多
面
的
機
能
を
有

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
や
土
地
区
画
整

理
に
よ
る
宅
地
開
発
等
は
、
位
置
づ
け
ら

れ
た
土
地
利
用
計
画
の
も
と
、
町
が
将
来

目
指
す
土
地
利
用
の
姿
に
近
づ
く
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

QAQA

▲東浦町のまちづくり

交
通
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る

A 危
な
い
！ 

３
６
６
号
の
通
学
路

Q石
浜
地
区
の
豆
搗
橋
南
か
ら
藤
江
地

区
の
半
田
市
境
ま
で
の
国
道
３
６
６
号

は
、
自
転
車
歩
行
者
道
が
な
く
非
常
に

危
険
。
東
浦
中
学
校
生
等
の
通
学
路
に

も
な
っ
て
お
り
、
安
全
確
保
が
必
要
と

考
え
る
が
。

部
分
的
で
も
自
転
車
歩
行
者
道
の
用

地
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
情
報
収
集
に
努

め
、
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
早
期

の
事
業
着
手
を
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

自
転
車
歩
行
者
道
に
あ
る
通
行
を
妨
げ

て
い
る
電
柱
を
道
路
端
に
移
設
し
、電
柱

よ
け
に
て
側
溝
を
施
工
す
る
考
え
は
。

電
柱
の
移
設
方
法
は「
道
路
区
域
外
へ

QAQA

の
移
設
」「
無
電
柱
化
」「
公
共
用
地
の
端
部

に
移
設
」が
あ
り
、
今
回
は「
公
共
用
地
の

端
部
に
移
設
」が
最
適
と
考
え
る
。
大
き

く
改
善
さ
れ
る
箇
所
と
し
て
、
生
路
の
浜

起
踏
切
付
近
等
３
ヵ
所
を
町
が
選
定
し
県

へ
要
望
、
電
柱
移
設
に
よ
る
路
側
帯
の
幅

員
確
保
に
つ
い
て
、
県
と
電
柱
管
理
者
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歩
け
な
い・通
れ
な
い・草
だ
ら
け
の
道

県
が
草
刈
り
を
実
施
す
る
場
所
に
対

し
、
毎
年
住
民
か
ら
の
連
絡
が
な
い
と

対
応
し
な
い
管
理
体
制
へ
の
見
解
は
。

県
が
管
理
す
る
道
路
・
河
川
は
適
切

な
時
期
に
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
草
が
著
し
く
繁
茂
す
る
前
に
県
へ

情
報
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

近
所
の
野
良
猫
、
何
と
か
し
て
！

野
良
猫
に
困
っ
て
い
る
住
民
へ
の
対

応
は
。

効
果
的
な
対
策
の
紹
介
や
猫
除
け
器

の
貸
出
し
、
エ
サ
や
り
等
へ
の
苦
情
は
回

覧
に
よ
る
周
知
や
原
因
者
と
の
話
し
合
い

等
で
対
応
。

QAQA

▲国道366号豆搗川歩道橋より南側の
歩道が無くなる

一般質問
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間瀬　宗則間瀬　宗則
議員議員

長屋　知里長屋　知里
議員議員

①高潮浸水想定区域…想定し得る最大規模の高潮が堤防等の能力を超えるため、浸水が想定される区域
②ハンプ…道路上に設けた凸部（コブ状のもの）で、生活道路等における車両の速度抑制のために設置される。

語句
説明

最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

A 町
民
の
生
命
と

財
産
を
最
優
先
に

Q立
地
適
正
化
計
画
の
目
的
お
よ
び
計

画
期
間
は
。

目
的
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

住
民
が
公
共
交
通
に
よ
り
生
活
利
便
施
設

等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
等「
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
都
市

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
。

　
計
画
期
間
は
、
20
年
後
の
２
０
４
０
年

度
。都

市
機
能
誘
導
区
域
お
よ
び
居
住
誘

導
区
域
に
お
い
て
、
県
が
高
潮
浸
水
想

定
区
域
①
に
指
定
し
た
区
域
の
割
合
は
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
の
約
７
割
弱
、

居
住
誘
導
区
域
の
約
３
割
強
。

災
害
リ
ス
ク
を
認
め
た
う
え
で
の
誘

導
区
域
設
定
は
矛
盾
が
あ
る
が
見
解
は
。

避
難
可
能
か
判
断
し
、
防
災
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
居
住
誘
導
区
域
に（
仮

称
）防
災
エ
リ
ア
と
し
て
含
め
る
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
庁
舎
・
文
化

セ
ン
タ
ー
・
中
央
図
書
館
等
を
設
定
す

る
こ
と
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
公

QAQAQAQ

共
施
設
等
の
再
配
置
を
計
画
す
る
う
え

で
、
足
か
せ
に
な
ら
な
い
か
。

町
全
域
を
対
象
と
す
る
施
設
は
、
ア

ク
セ
ス
性
の
高
い
場
所
が
望
ま
し
い
。

　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
等
に
よ
り
具
体

的
な
方
針
が
確
定
し
て
き
た
場
合
は
、
見

直
し
て
い
く
。　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
立
地
適

正
化
計
画
は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
が
最
優
先
事
項
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
20
年

後
よ
り
も
先
の
急
激
な
人
口
減
少
に
備
え
、

今
後
の
都
市
構
造
の
状
況
を
み
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

AQA

▲災害ハザードの重ね合わせ図
（立地適正化計画素案より）

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要

A 「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」

採
用
は

Q緒
川
植
山
交
差
点
以
南
駐
在
所
ま
で

の
約
８
０
０ｍ
の
狭
い
町
道
を
、登
校
時

約
50
人
、下
校
時
約
２
０
０
人
の
児
童

が
通
学
し
て
い
る
。通
行
量
が
多
い
中
、

名
古
屋
半
田
線
の
東
海
市
内
の
整
備
が

完
了
、12
月
３
日
開
通
し
、抜
け
道
と
し

て
利
用
す
る
車
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」を
採
用
す
る
考
え
は
。

「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」は
、
区
域
を
定

め
て
最
高
時
速
30
㎞
指
定
と
ハ
ン
プ
②
等

の
物
理
的
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
、
抜
け

道
と
し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制
を
図
る
。

　
設
定
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民
と
の
合

意
形
成
が
必
要
で
あ
り
、慎
重
に
検
討
す
る
。

QA

公
共
施
設
の
防
犯
対
策
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、

児
童
館
等
公
共
施
設
の
防
犯
対
策
は
。

ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
、
職
員
等
が
勤

務
す
る
時
間
帯
の
防
犯
設
備
を
有
し
て
い

な
い
。
１
人
で
勤
務
す
る
可
能
性
の
あ
る

施
設
や
、
保
育
園
・
児
童
館
等
を
対
象
に

非
常
通
報
ボ
タ
ン
を
設
置
し
、
警
備
会
社

お
よ
び
警
察
か
ら
の
駆
け
付
け
が
可
能
と

な
る
よ
う
防
犯
対
策
の
強
化
を
検
討
す
る
。

人
口
減
少
社
会
の
課
題
解
決
の
展
望
は

人
口
減
少
と
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据

え
た
第
６
次
東
浦
町
総
合
計
画
で
は
、定

住
性
を
高
め
、人
口
流
入
を
促
進
す
る
こ

と
で
、20
年
後
の
将
来
人
口
を
４
万
５
千

人
と
想
定
し
て
い
る
。本
町
の
施
策
と

人
口
増
減
に
つ
い
て
の
評
価
を
伺
う
。

計
画
開
始
か
ら
の
３
年
間
は
自
然
減

を
社
会
増
が
上
回
り
人
口
が
増
加
。
三
世

代
近
居
等
定
住
促
進
や
結
婚
新
生
活
支
援

等
の
人
口
減
少
対
策
を
幅
広
く
行
い
、
一

定
の
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
中
長
期

的
に
は
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
人
口

流
入
を
促
進
し
減
少
を
緩
や
か
に
す
る
。

QAQA

▲山神社横～駐在所約800ｍの狭い通学路
（緒川植山交差点南）

一般質問
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田﨑　守人田﨑　守人
議員議員

秋葉富士子秋葉富士子
議員議員

①児童扶養手当…ひとり親家庭や保護者に重度の障がいがある場合に、児童を養育している方に支給される手当てのこと（支給要件有）
②面会交流…子どもと離れて暮らす父母の一方が、子どもと定期的・継続的に会って話をしたり、遊んだり、電話や手紙等で交流すること

語句
説明

国
や
県
と
役
割
を
分
け
て
支
援
を

A 離
婚
前
後
の
親
支
援
に

離
婚
講
座
を

Q離
婚
前
後
の
親
の
た
め
の
本
町
の
相

談
体
制
は
。

経
済
的
・
社
会
的
自
立
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
相
談

が
あ
っ
た
際
に
は
、
児
童
扶
養
手
当
①
等

の
説
明
や
、
養
育
費
確
保
の
助
言
等
、
相

談
者
が
必
要
と
し
て
い
る
内
容
に
応
じ
て

関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
家
計
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。

離
婚
の
際
、子
ど
も
の
た
め
に
、養
育

費
の
確
保
と
面
会
交
流
②
の
取
り
決
め

は
重
要
と
考
え
る
。本
町
の
取
り
組
み

は
。

QAQ

養
育
費
や
面
会
交
流
の
確
保
は
、
子

ど
も
の
心
身
の
健
全
な
成
長
に
も
つ
な
が

る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
養
育

費
の
支
払
い
や
交
流
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
く
あ
る
。

　
本
町
と
し
て
は
、「
愛
知
母
子
・
父
子

福
祉
セ
ン
タ
ー
」等
に
つ
な
ぐ
ほ
か
、
知

多
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
等
と
連

携
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

東
浦
町
の
家
庭
系
ご
み

東
部
知
多
衛
生
組
合
不
燃
ご
み
処
理

施
設
の
直
近
３
年
間
の
火
災
検
知
数
は
。

令
和
元
年
度
が
72
件
、
２
年
度
が

１
８
２
件
、
３
年
度
が
２
１
１
件
だ
っ
た
。

不
燃
ご
み
処
理
施
設
火
災
事
故
予
防

の
対
策
は
。

発
火
・
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
破
砕

機
の
直
下
等
に
消
火
設
備
を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
定
期
的
に
消
火
訓
練
を
実
施
し
、

日
頃
か
ら
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
住
民
に
対
し
、
火
災
の
原
因
に
な

る
リ
チ
ウ
ム
電
池
等
が
混
入
し
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
周
知
・
啓
発
を
行
う
。

AQAQA

回
数
券
を
民
間
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
に

A 移
動
し
や
す
く

交
流
で
き
る
ま
ち
を

Q町
運
行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」の
年
間

利
用
者
数
に
つ
い
て
、
２
０
０
６
年
度

と
２
０
２
１
年
度
の
比
較
は
同
水
準
で

あ
る
が
、
本
町
の
認
識
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
、
ダ
イ
ヤ
が
大

き
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
部
の
方
が

利
用
し
に
く
く
な
り
、
利
用
離
れ
が
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

「
う
・
ら
・
ら
」の
住
民
１
人
当
た
り

の
年
間
負
担
額
に
つ
い
て
、
２
０
０
６

年
度
と
２
０
２
１
年
度
を
比
較
す
る
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
本
町
の
認

識
は
。
ま
た
、
問
題
点
と
そ
の
課
題
は
。

年
間
負
担
額
は
大
き
く
増
額
し
て
い

る
と
認
識
。
問
題
点
は
利
用
者
数
の
伸
び

悩
み
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
や
各
路
線
の
便
数
等
を

検
討
し
、
委
託
料
総
額
を
下
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
１
人
当
た
り
の
年
間
負
担
額
を
見

直
す
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
各
駅
の
利
用
者
数
を
鑑
み
、

「
う
・
ら
・
ら
」の
利
用
者
数
を
増
や
す

QAQAQ

た
め
の
改
善
策
は
。

多
く
の
方
に
公
共
交
通
で
の
通
勤
・

通
学
の
使
い
や
す
さ
を
伝
え
、
利
用
者
数

の
増
加
を
目
指
し
た
い
。

移
動
し
や
す
く
交
流
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
本
町
が
取
り

組
む
具
体
的
な
改
善
内
容
は
。

「
う
・
ら
・
ら
」の
回
数
券
の
共
通
利

用
で
、
民
間
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
に
も
利
用

可
能
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通

を
活
用
し
て
、
よ
り
自
由
に
お
で
か
け
す

る
機
会
を
増
や
す
。

AQA

▲2020年度	武豊線乗車人数

▲養育費・面会交流のパンフレット
―離婚後の親と子の絆のためにー

駅名 総数 うち定期 １日平均
尾張
森岡 197,154 162,925 540

緒川 566,900 371,874 1,553

石浜 371,773 311,815 1,019

東浦 568,192 470,596 1,557

合計 1,704,019 1,317,210 4,669

一般質問
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小松原英治小松原英治
議員議員

大川　　晃大川　　晃
議員議員

①メタバース…WEB上に存在する仮想空間。利用者は自分の分身である「アバター」を使用し、現実世界と同じように社会活動を送ることが可能
②インボイス制度…課税事業者が仕入税額控除（納付消費税額が売上消費税から仕入消費税を引いた額になる）を受けるための適格請求書保存方式

語句
説明

基
本
方
針
策
定
、
推
進
本
部
等
設
置

A デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

現
状
は

Qオ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
。

左
表
の
と
お
り
。

本
町
が
利
用
し
て
い
る
プ
ッ
シ
ュ
型

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
は
。

住
民
自
治
課
は「
東
浦
町
ラ
イ
ン
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
」、
防
災
危
機
管
理
課
は「
ち

QAQA

た
ま
る
安
全
安
心
メ
ル
マ
ガ
」、
ふ
く
し

課
は「
み
ま
も
り
ね
っ
と
」、
児
童
課
で
は

「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」、
学
校
教
育
課
は「
テ

ト
ル
」を
利
用
。

メ
タ
バ
ー
ス
①
の
利
用
は
。

他
市
町
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
検
討
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
②
導
入
後
の
支
援

本
制
度
導
入
の
影
響
と
支
援
策
は
。

影
響
は
、
免
税
事
業
者
が
課
税
事
業

者
に
な
る
こ
と
で
の
所
得
減
少
や
、
制
度

に
対
応
し
た
レ
ジ
ス
タ
ー
導
入
等
の
経
費

負
担
等
を
想
定
。

　
支
援
策
は
、
国
の
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
等
で
本
制

度
導
入
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
の
支

援
制
度
が
あ
る
。
本

町
と
し
て
は
、
設
備

投
資
・
販
路
開
拓
等

補
助
金
や
小
規
模
事

業
者
設
備
投
資
等
補

助
金
で
新
た
な
設
備

投
資
に
関
す
る
負
担

軽
減
を
図
る
。

QAQA

▲メタバースでは、障がい者も健常
者も同じ環境で活動可能

届
出
制
度
の
運
用
で
実
効
性
を
担
保

A 実
効
性
の
あ
る

立
地
適
正
化
計
画
を

Q立
地
適
正
化
計
画
の
必
要
性
お
よ
び

実
効
性
は
。

こ
れ
ま
で
増
加
し
て
き
た
人
口
が
近

年
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、

今
後
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
が
予

測
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
形
成

し
て
き
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
に
必
要

な
防
災
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
適
切
な
居

住
や
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
り
、
持
続
可

能
な
都
市
構
造
の
形
成
を
目
指
す
た
め
に

策
定
す
る
。

　
ま
た
、
市
街
化
区
域
内
の
人
口
密
度
は

お
お
む
ね
20
年
後
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
、
市
街
化

区
域
全
域
を
居
住
誘
導
区
域
の
対
象
と
し
、

QA

人
口
密
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
一

定
規
模
以
上
の
住
宅
の
立
地
動
向
や
都
市

機
能
誘
導
施
設
の
整
備
の
動
き
を
把
握
し
、

今
後
の
施
策
検
討
等
を
図
る
た
め
、
届
出

制
度
の
運
用
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
。

維
持
す
る
人
口
密
度
は
、
ど
の
程
度

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

１
ha
当
た
り
40
人
を
目
安
と
す
る
。

居
住
誘
導
区
域
の
面
積
は
、
市
街
化

区
域
の
何
％
に
あ
た
る
の
か
。

市
街
化
区
域
か
ら
工
業
系
の
土
地
利

用
を
推
進
す
る
地
区
や
土
砂
災
害
区
域
等

を
除
い
た
、
約
85
％
に
な
る
。

立
地
適
正
化
計
画
検
討
委
員
会
の
委

員
か
ら
提
案
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
立

地
適
正
化
計
画
に
反
映
し
た
と
考
え
て

い
る
か
。

検
討
委
員
会
等
で
活
発
に
意
見
を
い

た
だ
き
、
議
論
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
の

で
、
各
委
員
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
。

QAQAQA

▲立地適正化計画のイメージ図
（国土交通省HPより）

ぴったりサービス

・妊娠の届出
　（以下児童手当関連）
・現況届
・受給資格及び金額について認定請求
・氏名変更 /住所変更等の届出

　　　　　　等の申請が可能

あいち電子申請
届出システム

・住民票の写し交付申請
・転出届
・所得証明交付申請
・個人情報の開示の請求
・犬の登録事項変更届

　　　　　　等の申請が可能

一般質問
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前田　明弘前田　明弘
議員議員

米村佳代子米村佳代子
議員議員

①母子手帳アプリ…地方自治体が交付する母子健康手帳の記録をデジタル化することで、ひとりひとりに最適な情報を配信するアプリ
②休日部活動指導地域移行…学校の働き方改革で、教員の長時間労働の要因の一つとなっている休日の部活動指導に地域人材を活用すること

語句
説明

条
例
制
定
の
予
定
は
な
い

A 手
話
言
語
条
例
の

早
期
制
定
を

Q令
和
５
年
４
月
、
東
浦
高
校
敷
地
内

に「
千
種
聾
学
校
ひ
が
し
う
ら
校
舎
」が

開
校
す
る
。
通
学
児
童
の
予
定
人
数
は
。

幼
児
児
童
数
は
全
体
で
20
人
。
幼
稚

部
が
５
学
級
、
小
学
部
は
４
学
級
を
予
定
。

第
３
期
町
障
害
者
計
画
に
災
害
発
生

時
、
障
が
い
者
に
対
し
て
適
切
に
情
報

を
伝
達
で
き
る
よ
う
情
報
伝
達
の
体
制

を
促
進
す
る
と
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
浦
駅
は

無
人
駅
に
な
っ
て
い
る
。
聞
こ
え
な

い
・
聞
き
に
く
い
児
童
等
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
は
。

当
駅
に
は
筆
談
設
備
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

案
内
セ
ン
タ
ー
が
対
応
す
る
。

“
意
思
疎
通
支
援
”に
実
効
性
の
あ
る

「
手
話
言
語
条
例
」制
定
の
早
期
実
現
に

QAQAQ

向
け
、
検
討
を
伺
う
。

県
の
条
例
に
準
じ
た
取
り
組
み
に
努

め
て
お
り
、
条
例
制
定
の
予
定
は
な
い
。

手
話
言
語
を
含
め
た
、
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
施

策
や
課
題
等
を
町
障
が
い
者
自
立
支
援
協

議
会
等
で
協
議
す
る
。

伴
走
型
子
育
て
相
談
支
援
と 

経
済
的
支
援

伴
走
型
支
援
や
産
後
の
面
談
を
受
け

た
方
へ「
子
育
て
用
品
購
入
券
」「
お
む

つ
交
換
券
」を
贈
呈
し
、
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

妊
産
婦
と
保
健
師
等
と「
顔
の
み
え
る

関
係
性
」に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
出
産
育

児
品
購
入
支
援
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

出
産
、産
後
、育
児
期
の
面
談
で
母
子
モ

（
母
子
手
帳
ア
プ
リ
①
）を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

ア
プ
リ
導
入
経
費
や
活
用
法
は
検
討

中
。
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
は
情
報
収
集
を
し
て
い
く
。

AQAQA

▲令和５年２月完成予定の
「千種聾学校ひがしうら校舎」

町
の
方
向
性
を
教
育
委
員
会
で
決
定

A 部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

Q公
立
中
学
校
の
休
日
部
活
動
指
導
地

域
移
行
②
に
つ
い
て
、
県
か
ら
県
内
市

町
教
育
委
員
会
へ
の
伝
達
会
議
は
い
つ

頃
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

昨
年
12
月
15
日
に
開
催
。
運
動
部
と

文
化
部
の
地
域
移
行
に
向
け
た
推
進
計
画

の
概
要
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
る
。地

域
移
行
に
向
け
て
、
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ま
た
企

業
や
近
隣
の
大
学
と
の
連
携
は
。

昨
年
11
月
29
日
に
受
け
皿
と
な
る
指

導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
、
学
校
関

係
者
等
で
組
織
す
る
東
浦
町
部
活
動
の
地

域
移
行
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
移
行
の

背
景
等
を
説
明
し
認
識
い
た
だ
い
た
。
連

携
等
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
、
検
討
し
て

い
く
。本

町
の
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。

昨
年
６
月
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
方

針
案
等
を
検
討
、
９
月
に
町
内
小
学
５
、

６
年
生
と
中
学
１
年
生
お
よ
び
そ
の
保
護

QAQAQA

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
地
域
移
行
推
進
協
議
会
で
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
、
方
針
案
等
を
協

議
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
方

向
性
を
教
育
委
員
会
で
決
定
す
る
。

東
浦
マ
ラ
ソ
ン 

人
気
回
復
へ
の
道
を
探
る

今
年
度
の
大
会
申
込
の
状
況
の
見
解

お
よ
び
開
催
に
配
慮
し
た
点
は
。

申
込
者
数
は
１
２
２
２
人
で
前
回
か

ら
52
％
減
少
。
配
慮
し
た
点
は
、
他
市
の

大
会
で
は
参
加
人
数
や
年
齢
、
種
目
等
を

制
限
す
る
中
、
本
町
は
広
大
な
公
園
内
で

健
康
増
進
や
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
る
こ

と
が
特
長
と
考
え
た
た
め
、
参
加
者
の
制

限
や
種
目
の
変
更
は
し
な
か
っ
た
点
。

QA

▲第48回東浦マラソン

一般質問
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山田　眞悟山田　眞悟
議員議員

向山　恭憲向山　恭憲
議員議員

①ゼロカーボンシティ宣言…自治体が2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指す宣言をすること
② FIT 法…Feed-in	Tariff 法（再生可能エネルギー特別措置法）。再生可能エネルギーの買い取り価格を法律で定める助成制度のこと

語句
説明

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
検
討

A 子
ど
も
医
療
費

助
成
拡
大
を

Q入
院
、
通
院
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
者
を
高
校
卒
業
ま
で
拡
大

を
求
め
る
。

現
在
は
15
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で

が
対
象
。
入
院
医
療
費
は
愛
知
県
か
ら
対

象
経
費
の
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ
て
い
る

が
、
通
院
医
療
費
は
小
学
校
入
学
前
ま
で

し
か
補
助
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
降
は
本
町
独

自
に
拡
大
実
施
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
拡

大
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
含
め
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

QA

コ
ロ
ナ
感
染「
８
波
対
策
」３
つ
の
提
案

①
学
校
給
食
無
償
化

②
水
道
基
本
料
金
１
年
分
減
額
補
助

③
商
品
券
発
行

①
学
校
給
食
法
で
食
材
料
費
は
保
護

者
が
負
担
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。

②
水
道
料
金
は
営
業
収
支
の
損
失
が
続
い

て
お
り
、
減
額
の
考
え
は
な
い
。

③
今
年
度
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
を
実
施
し
た
。
現
時
点
で
は

商
品
券
の
発
行
は
考
え
て
い
な
い
。

広
報「
ひ
が
し
う
ら
」の
全
戸
配
布
を

広
報「
ひ
が
し
う
ら
」の
全
戸
配
布
は

行
政
広
報
の
基
礎
基
本
で
あ
る
。
区
依

存
配
布
体
制
か
ら
脱
却
を
求
め
る
。

地
区
を
通
じ
て
配
布
す
る
こ
と
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や
地
域

の
交
流
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
一
助
と

考
え
て
い
る
。
従
来
通
り
の
配
布
で
行
う

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
や
手
段
を
活
用
し
、
情
報
を

発
信
し
て
い
く
。

QAQA

▲こども医療費助成の対象拡大を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
①

を
検
討

A 地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
強
化
を

Q第
３
次
環
境
基
本
計
画
に
い
う
、
脱

炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
社
会
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
の
施
策
内
容
は
。

国
の「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」の
革

新
的
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
推
進
、
県
の「
あ
い
ち
地
球

温
暖
化
防
止
戦
略
２
０
３
０
」、
本
町
の

「
第
３
次
環
境
基
本
計
画
」や
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
の
各
施
策
を
住
民
、
事
業
者
、

行
政
等
が
そ
の
役
割
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
な
が
る
。

環
境
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
に
対
す
る
近
隣
環

境
へ
の
影
響
等
も
踏
ま
え
な
が
ら「
適

QAQ

切
な
形
」で
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
意
味
合
い
か
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
は
、
自
然

環
境
や
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
等
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
関
係
法
令
等
を

遵
守
し
適
正
に
行
う
、
と
い
う
意
味
。

土
地
開
発
を
伴
う
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

設
置
に
は
、改
正
温
対
法
の
適
用
を
図
る

条
例
制
定
を
求
め
る
が
、対
応
策
は
。

設
置
者
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
②
や
個
別
法
、
東

浦
町
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る

指
導
要
綱
の
適
用
を
受
け
る
の
で
、
条
例

制
定
の
考
え
は
な
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
発
出

す
る
自
治
体
が
急
増
し
地
球
温
暖
化
対

策
が
進
展
し
て
い
る
。
本
町
も
こ
の
宣

言
を
発
出
し
、
一
層
の
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
の
強
化
を
提
案
す
る
が
、
本
町

の
意
向
は
。

宣
言
を
す
る
こ
と
は
、
脱
炭
素
社
会

へ
の
意
識
の
高
揚
、
行
動
の
具
体
化
に
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
の
表
明
を
検
討
す
る
。

AQAQA

▲ SDGs　目標13　地球を守るた
めに、今すぐ行動を起こそう

一般質問


